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第４回　市民との意見交換会 〜だってん来んの〜
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市民からのご意見 委員会の見解

庁舎等の建て替え等については、
現状を把握し、20年、30年先を
見越して、しっかりとした計画を
立てるべきではないですか。

無計画に公共施設の新設、改修等を行っていけば、多額の借金を抱えること
になり、公的サービスの低下と併せて次世代に大きな負担を残すことにも繋
がります。
そこで市議会では、市に対し、公共施設の現状と更新に関する資料（公共施
設白書）を急いで作成し、将来負担予測に基づき最善の方法を選択した上で
推進するよう申し入れを行いました。
この申し入れをきっかけに、現在、市は「公共施設等総合管理計画」の策定
（平成28年度中策定予定）に向けて動き始めています。
委員会としては、この計画の策定時期を早めるよう求めています。
今後とも委員会において、しっかりと議論を深めてまいります。

現在の市庁舎は建物が分散してお
り非常に不便です。バリアフリー
等の問題はどのように考えていま
すか。

市は現庁舎の耐震工事を行った後、10～15年程度使用していくという方針で
あることから、委員会として、市に対し、バリアフリーや駐車場の問題等、
市民の利便性向上の為に早急に課題の調査を行い、その課題解消に向けた計
画を示すこと。また、調査の結果見えてきた課題について、解消が出来るも
のと出来ないものを明確に示すよう申し入れています。

体育館も老朽化が進んでいます
が、建て替えについてはどのよう
に考えていますか。

平成26年度中に策定予定の「スポーツ推進基本計画」の中で体育館の在り方
についての市の方針が出される予定です。
委員会では、その方針を踏まえて、速やかな事業推進を求めていきます。
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平成26年11月４・５・６日に開催しました

後藤理恵 立山　稔 新原善信井上勝彦
副委員長
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市民からのご意見 委員会の見解
道の駅をつくり、観光開発をすす
めたらどうですか。

観光情報等の発信基地や農産物直売所としての機能を持つ施設が必要と考え
ておりますので、引き続き市に提案していきます。

民間事業者が行っている観光イベ
ントに市がタイアップしたり、宝
満川を天の川に例えたイベントや
散歩コース・サイクリングロード
を作ったらどうですか。

本市の観光推進のため、民間事業者とタイアップし、市が今年度に策定した
観光４ルートの普及・活用を図ることが必要だと考えております。また、市
の中心を流れる宝満川の活用も観光推進や健康増進等に必要であると考えて
おりますので、委員会で引き続き調査研究を行い、市に提案していきます。

観光協会の活性化をしてほしい。 観光の活性化を図るためには、観光協会がより活発に動くことが出来る体制
づくりが必要であると考えております。市役所内に事務局がある観光協会が
独立、法人化することを含め、観光の活性化について引き続き市に提案して
いきます。

農産物等のブランド化の取組みを
してほしい。

観光のイメージアップ及び農業振興としても、農産物等のブランド化は必要
であると考えておりますので、委員会で調査研究を行い、市に提案していき
ます。

観光のＰＲが下手なので、改善し
てほしい。また、「恋人の聖地」
については、若い人に意見を聞い
て、若い人の心をつかむグッズの
開発をしたらどうですか。

ＰＲの推進や改善について市に求めていくとともに、平成25年10月に選定さ
れた「恋人の聖地」による観光の活性化を図るよう市に提案していきます。

市民からのご意見 委員会の見解
子どもを２人、３人と産み育てる
ために、非常に負担が重い保育料
を軽減してもらえませんか。

現在、小郡市の保育料は所得税額により10段階に区分されており、同時期に
入園している場合のみ、第２子は半額、第３子は無料となっています。
来年度から国が取り組む「子ども・子育て支援新制度」などを含め、調査研
究していきます。

学童保育所は床面積が狭く改善の
必要があるのではないですか。ま
た時間や学年制限により預けるこ
とが出来ない保護者もいますが、
６年生までを対象にする考えはあ
りませんか。

施設の拡張については、財政面等の課題もありますので委員会で協議してい
きます。
現在学童の受け入れは３年生までですが、「子ども・子育て支援新制度」の
施行に伴い、６年生まで拡大される予定です。

医療費助成の対象範囲を拡大でき
ないのですか。

入院費、通院費の助成を中学生まで拡大できるように、財政面も考慮し、引
き続き市に提案していきます。

保育所・保育園の待機児童はどの
くらいいますか。近くの保育園
に入れないため仕事につけないな
ど、本来の子育て支援につながっ
ていません。

市では待機児童対策として、今年度一部の保育園で定員増が進められました
が、来年度の入所申請において、既に80名ほどの待機児童が発生していま
す。
平成27年度は更なる定員増も予定されており、10月には乳児保育園（定員
36名）の創設も予定されていますが、委員会としても引き続き待機児童解消
に向け、調査研究していきます。
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